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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スイッチング電源動作と、測定用光源の白熱ラ
ンプ点灯開始を同期させ、白熱ランプ点灯開始時のラッ
シュカレントによる測定誤差発生を小さくするガスセン
サーを提供する。
【解決手段】ａはスイッチング電源のＯＮ，ＯＦＦを制
御するスイッチング素子、ｂはインダクタンス、ｆは、
白熱ランプ負荷、ｊは、白熱ランプのＯＮ、ＯＦＦ制御
するスイッチング素子、ｇはｆとｇの同期を取る信号を
生成するフリップフロップ。フリップフロップの動作は
、周期的に測定指令を出すタイマーｈの出力により、白
熱ランプｆの点滅を制御する。ｆは、ａのＯＮの状態時
のみ、点灯開始、ＯＦＦからＯＮとなり、点灯時のラッ
シュカレントを確保し測定が正確に行なわれる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
白熱ランプを光源とする赤外線方式ガス濃度値測定センサーにおいて、
電源としてスイッチング電源を用い、
該スイッチング電源のスイッチング素子が、ＯＦＦからＯＮに移行するタイミングに、
白熱ランプを点灯開始させる事を特徴とした、
赤外線方式ガス濃度値測定センサー。
【請求項２】
白熱ランプを光源とする赤外線方式ガス濃度値測定センサーにおいて、
電源としてスイッチング電源を用い、
該スイッチング電源のスイッチング素子が、ＯＦＦからＯＮに移行するタイミングに、
白熱ランプを点灯開始させるために、Ｔタイプフリップフロップを用いた事を特徴とした
赤外線方式ガス濃度値測定センサー。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　白熱電球を光源とするガスセンサー
【背景技術】
【０００２】
　ガスセンサーにおいて、赤外線方式（ＮＤＩＲ）では、光源に白熱ランプを用いる。光
源の白熱ランプへの給電は、スイッチング電源を用いると、センサーの小型化、高効率化
に有効である。一方、スイッチング電源は、ＯＮ－ＯＦＦ波形の合成であり、白熱ランプ
特有の点灯開始時に定常電流の１０倍程度のラッシュカレントを要するため、スイッチン
グ方式電源の採用に困難さを伴う。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　スイッチング電源の従来の技術では、次の不具合が有る。
白熱ランプが点灯される瞬間、白熱ランプには、定常の１０倍のラッシュカレントが発生
する。１０倍のラッシュカレントが発生する。光源投入タイミングがスイッチング電源Ｏ
ＦＦのタイミングと合致した場合、ラッシュカレントの供給が不十分となり、測　ノイズ
となる。この現象により、測定値のバラツキが大きくなって来る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
スイッチング電源のＯＮタイミングに同期して、白熱ランプ負荷を投入する。
【考案の効果】
【０００５】
　スイッチング周期のＯＮタイミングに同期して、白熱ランプ負荷を投入すれば、白熱ラ
ンプがラッシュカレントを必要とする時に、十分なラッシュカレントの供給を可能とする
。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
　スイッチングレギュレーターは、負荷への給電モードに入る時に最大電流が供給可能で
ある。このタイミングにランプ負荷を接続する
【実施例】
【０００７】
　以下、添付図面に従い、一実施例を説明する。ａはスイッチング電源のＯＮ，ＯＦＦを
制御するスイッチング素子、ｂはインダクタンス、ｆは、白熱ランプ負荷、ｊは、白熱ラ
ンプのＯＮ、ＯＦＦ制御するスイッチング素子、ｇはｆとｇの同期を取る信号を生成する
フリップフロップ。フリップフロップの動作は、周期的に測定指令を出すタイマーｈの出
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力により、白熱ランプｆの点滅を制御する。ｆは、ａのＯＮの状態時のみ、点灯開始、Ｏ
ＦＦからＯＮとなり、点灯時のラッシュカレントを確保し測定が正確に行なわれる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の、スイッチング電源動作に白熱ランプ点灯開始を同期させる方式の実施
例を示す回路図である。
【符号の説明】
【０００９】
ａ　スイッチング電源制御スイッチング素子
ｂ　インダクタンス
ｆ　白熱ランプ
ｇ　フリップフロップ
ｈ　タイマー
ｊ　白熱ランプ制御スイッチング素子

【図１】
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